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柏
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会（
通
称 

コ
ミ
協
）と
は…

　
柏
崎
市
の
31
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
参
加
し
、

各
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
職
員
が
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
抱
え
て
い
る
課
題
の
共

有
や
研
修
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た

め
の
組
織
で
す
。
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柏崎市コミュニティ
推 進 協 議 会

安
心
・
安
全
で
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

柏
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
推
進
協
議
会
だ
よ
り

地域のお宝再発見！！

過去のたよりは
こちら

（鵜川、上条、高田
）地域にはまだまだ知られていない自然や文化などたく

さんあります。そんなお宝をいくつかご紹介します。

　

鵜
川
の
旧
家
で
医
師
で
あ
っ
た
布
施

家
が
、
昭
和
３
年
鵜
川
小
学
校
が
同
地

に
移
転
し
た
際
、
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け

て
、
京
都
の
庭
師
を
招
い
て
築
造
し
た

庭
園
で
す
。
築
山
の
全
面
は
苔
で
覆
わ

れ
、
五
葉
松
の
巨
木
を
中
心
に
、
い

ち
ょ
う
、
も
み
じ
な
ど
の
樹
木
が
植
え

ら
れ
幽
寂
な
趣
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

季
節
に
よ
り
色
ん
な
景
観
が
楽
し
め

ま
す
の
で
是
非
と
も
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
は
、
鷲
尾
山
不
動
院
と
い
う
寺

の
本
尊
、
千
手
観
音
像
で
す
。

　

高
さ
１
ｍ
、
檜
材
、
寄
木
造
り
の
十

一
面
千
手
観
音
像
で
、
延
文
３
年
（
１

３
５
８
年
）
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
上
杉
謙
信
や
上
条
上
杉
氏

の
祈
念
寺
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
彫

法
も
南
北
朝
時
代
の
物
と
し
て
よ
く

整
っ
て
お
り
、
昭
和
30
年
に
新
潟
県
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
越
後
三
十
三
番
札
所
観
音
霊
場
の

８
番
札
所
に
な
っ
て
お
り
、
御
朱
印
も

頂
け
ま
す
。

　

古
土
大
池
は
、
明
治
頃
に
つ
く
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
池
の
水
は
、
堀
の
水
田
に
農
業
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
大
雨
の
時
は
、

洪
水
調
整
の
は
た
ら
き
も
し
ま
す
。

　

池
の
ま
ん
中
に
あ
る
弁
天
島
に
は
祠

(

ほ
こ
ら)

が
ま
つ
ら
れ
、
大
蛇
の
伝
説

も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
は
遊
歩
道
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
機
に
地
元
住
民
が
「
ふ
る
ど

の
森
」
の
整
備
を
は
じ
め
、
里
山
を
歩

け
る
散
策
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
大
池
を
見
渡
せ
る

斜
面
に
彼
岸
花
の
群
生
を
つ
く
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

ぜひ、まだまだたくさんある地域のお宝をご覧ください。ぜひ、まだまだたくさんある地域のお宝をご覧ください。

詳しい場所などの問合せ

静雅園（鵜川）
せい     が    えん

鷲尾山不動院（上条）

古土大池（高田）

わし     お    ざん    ふ    どう    いん

ふる    ど     おお   いけ



防犯・防災防犯・防災

大洲コミセン
（防犯活動）

　

地
域
住
民
が
、
一
人
一
人
「
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う

な
地
域
を
作
る
た
め
、
自
ら
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
や
課
題
の
解

決
を
行
う
集
ま
り
を
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
言
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
主
に
①

町
内
会
と
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
（
コ
ミ
セ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

　

①
町
内
会
は
、
主
に
近
隣
の
関
係

づ
く
り
や
身
近
な
生
活
課
題
の
解
決

に
向
け
た
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す

（
例
え
ば
、
回
覧
板
等
に
よ
る
情
報

共
有
や
地
域
交
流
、
地
域
の
清
掃
・

美
化
活
動
な
ど
）
。

　

②
コ
ミ
セ
ン
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
集
会
棟
と
体
育
館
）
を

拠
点
に
し
、
複
数
の
町
内
会
や
小
学

校
・
中
学
校
単
位
の
よ
う
に
広
い
地

域
の
起
こ
っ
て
い
る
課
題
の
解
決
に

向
け
た
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す

（
例
え
ば
、
生
涯
学
習
や
防
災
活

動
、
子
育
て
、
地
域
の
伝
統
文
化
の

継
承
な
ど
）
。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て
な
に
？

石地コミセン
（健康体操）

枇杷島コミセン
（元朝体操）

伝統の継承伝統の継承

米山コミセン
（いんころづくり）

子育て子育て

剣野コミセン
（子育てルーム）

地域のにぎわい地域のにぎわい

野田コミセン
（キャンドルフェスタ）

環境美化環境美化

比角コミセン
（よしやぶ川川さらい）

大田コミセン
（手芸教室）

生涯学習生涯学習

住み良いまちづくり住み良いまちづくり

健康・福祉健康・福祉



　
コ
ミ
セ
ン
は
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
た
生
涯
学
習
を
始
め
、
様
々
な

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
コ
ミ
セ
ン
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

地
域
の
担
い
手
不
足
や
災
害
時
に
お

け
る
女
性
視
点
の
重
要
性
か
ら
「
男

女
共
同
参
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
」

の
研
修
会
と
、
近
年
多
発
す
る
大
雨

や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
し

て
、
災
害
に
強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
学
ぶ
た
め
「
災
害
に
強
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
て
方
」
の
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
講
師
に
よ
る
講
演
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
職
員

そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
コ
ミ
セ
ン
同
士
の
情
報
の
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
女
性

の
意
見
を
活
動
に
取
り
入
れ
る
た

め
、
女
性
役
員
の
登
用
を
増
や
し
、

災
害
に
強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

育
て
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
ご
近
所

同
士
の
助
け
合
い
や
地
域
の
つ
な
が

り
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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コ
ミ
セ
ン
の
職
員
研
修

女
性
の
声
を
地
域
に
‼

女
性
の
声
を
地
域
に
‼

災
害
に
強
い
地
域
へ
‼

災
害
に
強
い
地
域
へ
‼

9月1日「地域活動等における男女共同参画の推進について」
講師：柏崎市男女共同参画室係長 大橋　洋志　様

9月２４日「災害に強いコミュニティの育て方」
講師：長岡技術科学大学教授　上村　靖司　様

　
こ
れ
か
ら
も
職
員
研
修
を
行
い
、
職
員
一
人
一
人
の
ス
キ

ル
を
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。
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別
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

柏
崎
市
の
北
に
位
置
す
る
中
山
間
地

域
に
あ
り
、
「
ず
っ
と
み
ん
な
で
住

み
た
い
ね
。
別
山
」
を
合
い
言
葉
に
、

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
大
切
に
し
、

健
康
で
明
る
く
、
地
域
の
拠
り
所
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

別
山
地
区
は
11
町
内
、
２
３
０
世

帯
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
東
側
に
あ
る
高
内
山
の
山

頂
に
は
、
市
の
指
定
文
化
財
「
高
内

城
跡
」
が
あ
り
、
古
く
か
ら
地
域
の

手
で
整
備
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
春
に
な
る
と
中
腹
か
ら

山
頂
に
か
け
て
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲

き
誇
り
、
地
域
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
の
目
と
心
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

 　

地
域
振
興
部
、
教
養
文
化
部
、
健

康
福
祉
部
、
環
境
整
備
部
の
４
つ
の

専
門
部
が
、
各
町
内
会
長
と
連
携
し

な
が
ら
、
運
動
会
、
高
内
城
祭
・
ふ

る
さ
と
別
山
夏
ま
つ
り
、
敬
老
会
、

防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

健
康
教
室
な
ど
、
継
続
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
の
関
係
も
良
好
で
、

協
力
要
請
を
し
た
コ
ミ
セ
ン
周
辺
整

備
作
業
は
、
多
数
の
参
加
者
の
手
際

の
良
い
作
業
で
仕
上
が
り
、
地
域
力

の
強
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
貴
重
な
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
、
地
域
に

残
る
文
献
や
音
源
の
デ
ー
タ
化
事
業

に
取
り
組
み
、
中
で
も
集
落
史
を
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
対
応

さ
せ
た
電
子
書
籍
化
の
活
動
は
好
評

で
し
た
。

第１8回

藤  

井
　
政  

明

別
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会

セ
ン
タ
ー
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
西
山
郷
）

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

★
地
域
の
紹
介

た
か
う
ち
や
ま

★
コ
ミ
セ
ン
活
動
の
紹
介

別山コミュニティセンター別山コミュニティセンター

高内山　カタクリの花高内山　カタクリの花

ふるさと別山夏まつりふるさと別山夏まつり コミセン周辺整備作業コミセン周辺整備作業

体幹バランス教室体幹バランス教室 集落史の電子書籍化集落史の電子書籍化


